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令和４年１月 経営経済動向調査結果（要約） 

宇城久区域商工会議所・商工会広域連携協議会 

宇城久地域ビジネスサポートセンター（宇治商工会議所・城陽商工会議所・久御山町商工会） 

 

 宇城久区域商工会議所・商工会広域連携協議会では、景気動向を把握するために、宇治・城陽・久御

山区域内に有する企業を対象にアンケート調査を行った。 

 今回は、令和３年７月～１２月期実績と、令和４年１月～６月期予測についての調査を本年１月に実

施。５６６社から回答（回答率５６.６％）を得た。 

 

１.業界の景気 

 各企業が感じる“業界の景気”は、全業種で令和３年上期実績の「上昇」値１５.１％、下期実績で１

８.２％、ＢＳＩ値は▲１７.６ポイントから▲１３.１ポイントへとわずかに上昇傾向にあり、業界全体

の数値は景気回復に向かっているが、令和４年上期予測では「上昇」値１５.５％、ＢＳＩ値▲１３.５

ポイントとまだまだ先行きの悪い見通しである。 

 業種別の令和３年下期実績と令和４年上期予測を比べると、製造業、卸・小売業、サービス業では、

ＢＳＩ値のマイナス値は改善傾向にあるが、飲食業、運輸・通信業、建設業では、ＢＳＩ値は悪化が見

込まれ、新型コロナウイルスの感染拡大による再度のまん延防止等重点措置の発出や、原油高騰による

燃料費高、ウッドショック等の要因もあり、これら業種についての景気回復は遅れると思われる。 

 規模別では、令和３年下期実績と令和４年上期予測の「上昇」値を比較するとＡ・Ｂ規模企業ともに

「上昇」値は減少し、Ａ規模企業のＢＳＩ値はプラス値からマイナス値となる結果であった。 
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全 業 種 15.1 50.3 ▲17.6 14.4 47.7 ▲16.7 18.2 44.5 ▲13.1 15.5 42.4 ▲13.5 

 製 造 業 24.6 42.1 ▲8.8 23.1 39.4 ▲8.2 27.3 39.7 ▲6.2 22.9 34.2 ▲5.6 

 

卸・小売業 6.9 53.4 ▲23.3 2.8 55.6 ▲26.4 7.0 50.0 ▲21.5 8.4 44.6 ▲18.1 

飲 食 業 0.0 90.9 ▲45.5 3.1 84.4 ▲40.7 10.0 54.0 ▲22.0 8.3 66.7 ▲29.2 

運輸・通信業 7.7 61.5 ▲26.9 15.4 53.9 ▲19.3 9.1 54.5 ▲22.7 0.0 81.0 ▲40.5 

建 設 業 5.9 41.1 ▲17.6 5.9 47.1 ▲20.6 12.3 41.1 ▲14.4 8.5 45.1 ▲18.3 

サービス業 8.8 57.9 ▲24.6 10.7 46.5 ▲17.9 11.3 50.0 ▲19.4 11.5 39.3 ▲13.9 

Ａ規模企業 29.1 25.8 1.7 30.1 21.6 4.3 31.4 29.4 1.0 23.8 28.7 ▲2.5 

Ｂ規模企業 11.3 56.8 ▲22.8 10.0 54.8 ▲22.4 15.3 47.8 ▲16.3 13.6 45.4 ▲15.9 

（注）ＢＳＩ値とは、企業経営者の景気全般の見通しについて、強気、弱気の度合を示すもので、 

プラスならば「強気」「楽観」、マイナス（▲）ならば「弱気」「悲観」を意味する。 

   算出方法は、上昇回答から下降回答を差し引きし、２分の１を乗じて計算する。 

   またＡ規模企業は従業員２０人以上の企業で、Ｂ規模企業は１９人以下の企業。 
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２.自社の操業度 

 各企業における“自社の操業度”の全業種では、令和３年上期実績と下期実績を比較すると、ＢＳＩ

値が３.８ポイント改善した。しかしながら、令和４年上期予測は、長引く新型コロナウイルス感染拡大

の影響やその他の外部要因が重なり好転するだけの材料が乏しいと懸念され、ＢＳＩ値も▲１.８ポイン

トの悪化となった。 

業種別の令和３年下期実績と令和４年上期予測を比べると、製造業、飲食業、運輸・通信業、建設業

において操業度の低下が予測される。一方で、コロナ不況業種である飲食業をみると、令和３年上期実

績のＢＳＩ値は▲４５.５ポイントであり、下期予測のＢＳＩ値も▲４２.２ポイントであったが、令和

３年下期実績ではＢＳＩ値▲２１.３ポイントと、まだマイナス値ではあるが最も改善された。しかし令

和４年上期予測では、まん延防止等重点措置の発出等もあり、マイナス値が増加と予測。 

３.企業経営動向 

・生産高又は売上高 

  各企業における全業種の“生産高又は売上高”は、令和３年下期実績の「減少」値は４５.４％、令

和４年上期予測の値は３９.５％、ＢＳＩ値も▲１１.５ポイントから▲１０.８ポイントと若干の回復

傾向ではあるが、依然マイナス値にある。 

・営業利益 

  各企業における全業種の“営業利益”は、令和３年上期実績でのＢＳＩ値は▲２０.９ポイントであ

ったが、下期実績では▲１６.９ポイント、令和４年上期予測も微増に改善されている。 

・雇用の状況 

  各企業における全業種の“雇用”は、令和３年下期実績に比べ令和４年上期予測では全ての業種で

プラスとなっており、全業種のＢＳＩ値も４.６ポイント増である。 

４.当面の経営上の問題点 

 各企業における経営上の問題点で、全業種を平均して最も多いのは「原材料価格高」の５１．４％、

「売上・受注不振」４８．１％、「求人難」３０．４％、「原材料仕入難」２８．４％、「人件費の高騰」

２１．０％の順になっており、前回調査の問題点１位であった「売上・受注不振」５３．５％であった。 

 業種別でも「原材料価格高」の問題点が製造業（５９．３％）、飲食業（７６．５％）、建設業（５２．

１％）と高い水準であり、規模別もＡ規模企業（５６．９％）、Ｂ規模企業（５０．２％）とも半数以上

を占めている。 

５．ウィズコロナ及びアフターコロナに向けた取り組みは何を予定または実施されていますか 

 最も多い回答は２４５社の「マスク等消耗品の備蓄」で、回答事業者の４３．３％を占めた。ついで

「オンライン会議の開催」で１２２社（２１．６％）、「事業継承、後継者の育成」で８６社（１５．２％）、

「従業員確保のための賃上げ」８４社（１４．８％）、「オンラインによる商談会・展示会等のイベント

への参加」で７９社（１４．０％）が上位を占めた。今回の調査結果から、自身を守る基本的なマスク

等の備蓄は必須であり、非対面の推進によりリアルよりもオンラインによる会議等が急速に進んでいく

ものと推測される。 

また、「新分野への進出」が７６社（１３.４％）、「取引先の見直し」６１社（１０.８％）、もあり、経

営方針の見直し、新たな事業に取組む事業者も見受けられる。 

 一方で、「出張の禁止」５４社（９.５％）、「時差出勤」４５社（８.０％）、「テレワークや休暇取得等

による出社率抑制」と「ＩＴ導入」がともに４４社（７.８％）あり、政府としては推進したい事業が定

着できていない事業者が一定数存在すると思われる。 


